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発表演題名 2004年～2009年の 6年間における福井県の流行性角結膜炎患者 113名か

らのアデノウイルス検索－福井県－  

発表誌名 病原微生物検出情報（平成 22年 8月号）  
発表者名 中村雅子（保健衛生部細菌・ウイルス研究グループ） 

発表内容 近年アデノウイルスの新型として 53型および 54型が報告され、アデノ
ウイルスレファレンスセンターがこれらを検出する LAMP 法を開発し
た。この方法を用いて、2004年～2009年、福井県内の眼科定点において
EKCの患者から採取された結膜拭い液 113検体を材料として、AdVの検
出および同定を試みた。新型と認定された 54型が半数以上を占めたのに
対し、流行性角結膜炎を起こす AdV の主要な型のひとつであるとされて
きた 8 型は全く検出されなかった。53 型は 2004 年の検体から 3 検体、
2007年の検体から 1検体のみ検出された。 

 
  


